










































































































































































































































































































1 Hardt, M & Negri. A. “Empire”, 2000（『帝国』水嶋他訳、以文社、2003年）。
2 表1　Hardt, M & Negri. A. “Empire”, 2000の構成（前掲書｢序｣邦訳p. 10より筆者作成）
3 例えば前掲書、邦訳296ページ等。
4  シンポジウムでは、特にネグリがイタリアのアウトノミストとしてポスト・フォーディズム
時代における労働のあり方の変化に着目してきたことが指摘された。労働は一方でマルチ
チュードの存在理由を規定するものであるが、ネグリはかつて『マルクスを超えるマルクス』
で、マルクスの『経済学批判要綱』に示された「生きた労働、死んだ機械」を踏まえ、ここ
から一般的知性の概念を導出した。しかし、ハートとの共著『帝国』に至っても、第三世界
に担わされる汚い労働の問題は解決されていないという。
5 『帝国』邦訳49ページ。
6 前掲書、邦訳316から322ページ。
7 この論点はシンポジウムの二日目に、文化人類学の立場からのコメントにおいて指摘された
ものである。ただし一日目には、帝国概念が歴史を無化しようとする非歴史的な概念であり、
思想史的立場からの批判はあたらないとする考え方もあった。
